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令和２年度 学校経営計画に対する中間評価報告書 

 
石川県立津幡高等学校 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題） 

１ 基本的な生活

習慣の確立（挨

拶の励行、規範

意識の確立、清

掃の徹底） 

① 挨拶運動に取り組み、

礼儀正しく、元気で活発

な生徒を育成する。 

生徒がすすんで挨拶していると思う保護者が 

 Ａ ９５％以上である。 

 Ｂ ９０％以上である。 

 Ｃ ８５％以上である。 

 Ｄ  ８５％未満である。 

 Ｂ 

７月の教育活動に関す

るアンケート 

（保護者）９０％ 

 

昨年同時期の数値より７％下がった。長期の臨時休業期

間により、生徒へ意識付ける機会があまり持てなかったこ

とが影響している。今後、様々な機会を捉え啓蒙・指導し

ていきたい。 

② 服装容儀の指導を徹底

し、生徒の規範意識の向

上を図る。 

積極的に服装容儀・頭髪やマナーなどの向上に

努めた生徒が 

Ａ ９５％以上である。 

 Ｂ ８５％以上である。 

 Ｃ ７５％以上である。 

Ｄ  ７５％未満である。 

C 

７月の教育活動に関す

るアンケート 

（生徒）８３％ 

昨年同時期の数値より 13％下がった。４月の「制服着こ

なしセミナー」の中止や臨時休業中に頭髪服装検査がなか

ったことにより、生徒へ意識付ける機会が持てなかったこ

とが影響している。後期には服装容疑を整える大切さを指

導していきたい。 

③ 規則正しい家庭生活を

送るよう指導すること

で、遅刻する生徒を減少

させる。 

遅刻総数が過去 5年間の平均と比べて減少率が 

Ａ １５％以上である。 

Ｂ １０％以上である。 

Ｃ ５％以上である。 

Ｄ ５％未満である。 

D 

6･７月の過去 5 年間の

平均値より２３％（３

６件）の増加 

 

６月・７月の遅刻件数を昨年度と比較した結果、36 件の

増加となった。遅刻数の推移をみると、直近の２年間では

不登校傾向の入学者数の増加が遅刻数につながっている。

さらに臨時休業中に直接、注意・指導することができなか

ったことも影響していると思われる。 

④ 清掃の徹底により、学

習環境の向上とさわやか

で心豊かな学校生活の実

現を図る。 

環境美化委員による清掃点検（クリーンウィー

ク）で平均清掃達成率が 

 Ａ ９５％％以上オである。 

 Ｂ ９０％以上である。 

 Ｃ ８５％以上である。 

 Ｄ ８５％未満である。 

Ａ 

７月の環境美化委員の

評価では９６％ 

（評価者の変更：昨年

度は担当職員による点

検評価 97.6％） 

環境美化委員による清掃点検では、達成率は 95%以上と

高水準であるが、クラスによって掃除の取り組み方につい

てややばらつきがある。引き続きクリーンウィークや教職

員による清掃点検などを定期的に行い、校内美化意識の維

持・向上を図っていきたい。 

⑤ 生徒の良好な人間関係

づくりを支援し、不安な

く充実した学校生活を送

れるようにする。 

学校生活に概ね満足している生徒が 

 Ａ ９０％である。 

 Ｂ ８０％以上である。 

 Ｃ ７０％以上である。 

 Ｄ ７０％未満である。 

Ｃ 

７月の教育活動に関す

るアンケート 

（生徒）７３％ 

臨時休業の影響か、コロナ禍に対する心配や友人との人

間関係に不安を感じている生徒が多いように見受けられ

る。QU 検査の結果を参考に、生徒への声かけや面談等を行

い生徒が不安なく生活できるように働きかけていきたい。 

学校関係者評価委員会の評価 
・遅刻数が増えていることは、憂慮すべきと思う。コロナ禍の状況に一部で甘えが生じている懸念があるのではないか。 

・中間評価の根拠となっているデータは、あくまで学校再開後の 2か月程度のものなので冷静な分析が必要である。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 

踏まえた今後の改善方策 

・クラス減や定員割れの状況があるので、遅刻数等のデータ分析には実数のみならず割合（％）も用いて分析と対応を実施する。 

・コロナ感染の状況を考慮しつつ、今後は学年集会等を実施し生活指導面での強化・充実を図っていく。 
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重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題） 

２ 授業の工夫・

改善と生徒の進

路の実現。（わ

かる授業の実

践、公開授業へ

の参加、 

体力の増進、生

徒の進路意識の

向上） 

① 教材・教具や指導方法

を工夫して生徒の興味・

関心を引き出し、わかり

やすい授業を行うよう授

業改善に努める。 

わかりやすく興味・関心を引き出す工夫が感じ

られると答える生徒が 

Ａ ９０％以上である。 

Ｂ ８０％以上である 

Ｃ ７０％以上である。 

Ｄ ７０％未満である。 

    Ａ 

７月の生徒による授業

評価では９６％ 

iPad 等の ICT 機器の活用度が年々高まってきており、生

徒の学習に向かう意識も高くなってきている。 

今年度は zoom、google classroom の導入もあり、授業の補

完のみならず第 2 波、3 波に備え、在宅・別室でも授業を受

けられる体制を強化していきたい。 

② 教員間で授業見学を行

い、授業力向上を図る。 

各学期に１回以上授業見学を行った教員の割合

が 

Ａ ９０％以上である。 

Ｂ ８０％以上である 

Ｃ ７０％以上である。 

Ｄ ７０％未満である。 

Ｂ 

７月の教育活動に関す

るアンケート 

（教職員）８５％  

 

コロナ禍の影響により６月授業スタート、７月に期末テ

ストと、実施機会が少ないない中においては、互見授業が

できた方ではないかと分析している。後期１１月には学校

公開や研究授業もあり授業見学の機会を増やせるので、取

組み率をさらに向上させたい。 

③ 生徒の体力向上に努

め、たくましい人間づく

りに取り組む。 

前年度の自己記録を超えた生徒が 

 Ａ ８０％以上である。 

 Ｂ ７０％以上である。 

 Ｃ ６０％以上である。 

 Ｄ  ６０％未満である。 

    Ａ 

６月のスポーツテスト

の結果では ８６％ 

昨年度のＣ評価からＡ評価となった。体育の授業や部活

動での体力向上の成果と考える。スポ科、総合学科の差も

少なくなり、大きな男女差もなくなってきている。今後も

女子生徒、総合学科の体力アップに授業等を通して継続し

て取り組んでいきたい。 

④ 一人一人の生徒に対し

てしっかりとした進路指

導を行い、確実な進路希

望の実現を図る。 

進路内定・決定率が 

Ａ １００％である。 

Ｂ ９５％以上である。 

Ｃ ９０％以上である。 

Ｄ  ９０％未満である。 

    ― 

 

最終集計で判断する 

学校関係者評価委員会の評価 

・各先生方の授業に対する生徒の評価が良好なことに安心をした。コロナ禍の中ではあるが、臨時休業中及び学校再開後のＩＣＴの

活用や授業研究の努力を評価したい。（生徒側の情報端末の整備への支援も） 

・例年であれば、各校で職場体験が実施されるはずだが、今年は全く実施されなかった。感染リスクには配慮が必要ではあるが、工

夫しながら様々な体験活動にチャレンジしてもらいたい。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 

踏まえた今後の改善方策 

・家庭における情報端末や Wi-Fi 環境の支援や職員の ICT リテラシーの向上を、次の臨時休業に備えて一層充実させていきたい。 

・中高連絡協議会や中学校訪問時に、本校の進学状況や就職状況のプレゼンの仕方をもっと工夫・改善していく。（大学卒業後の状

況、部活ごとの状況など） 
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重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題） 

３ 部活動の計画

的な実施による

効率的・効果的な

生徒の技術向上

と生徒会活動の

活性化（全国大会

での上位入賞、ボ

ランティア活動

の推進、情報発

信） 

① 県内トップレベルの競

技力を維持し、全国大会

に出場できる各種トレー

ニングを行う。 

 

全国大会に出場した部活動が 

  Ａ ８部以上である。 

  Ｂ  ６部以上である。 

  Ｃ  ５部である。 

  Ｄ  ５部未満である。 

― 

 

今年度はコロナ感染症蔓延の為、全国高校総体などの全

国大会が中止のため判定できず。 

② 部活動を計画的に実施

し、科学的な理論に基づ

き効率的・効果的に生徒

の技術向上を図る。 

部活動が計画的で充実していると思う生徒が 

 Ａ ９０％以上である。 

 Ｂ ８０％以上である。 

 Ｃ ７０％以上である。 

 Ｄ ６０％未満である。 

Ｃ 

７月の教育活動に関

するアンケート 

（生徒）７４％ 

年間活動計画と休養日計画を適切にバランスし、実施に

当たる予定であったが、新型コロナウイルスの影響で計画

を変更せざるを得なかった。また大会等の中止もすべての

部活動に及び生徒のモチベーションが大きく低下したこと

は否定できない。今後のケアに全力を尽くしたい。 

③ 生徒会執行部の企画力

・実行力を育み、活動を

充実させるとともに、各

種の行事を成功させ、学

校生活の充実を図る。 

生徒会活動が活発に行われていると思う生徒が 

 Ａ ７５％以上である。 

 Ｂ ６５％以上である。 

 Ｃ ５５％以上である。 

 Ｄ ５５％未満である。 

Ｂ 

７月の教育活動に関

するアンケート 

（生徒）７０％ 

生徒主体の活動となるように生徒へ課題を投げかけ、課

題の解決に努力させるように活動を工夫してきた。 

生徒会執行部がアンケートを積極的に作成する姿などが、

生徒の評価に結びついている。 

④ 様々なボランティア活

動に参加する生徒を増や

し、社会経験を豊かにし、

他者と協働する意識を高

める。 

様々なボランティア活動に参加したと答える生

徒の割合が 

 Ａ ６０％以上である。 

 Ｂ ５０％以上である。 

 Ｃ ４０％以上である。 

  Ｄ ４０％未満である。 

Ａ 

７月の教育活動に関

するアンケート 

（生徒）７７％ 

コロナ禍にもかかわらず、部活動単位で、あいさつ運動や

学校周辺のごみ拾いなど積極的に参加している様子が見ら

れる。社会体験活動の中で多くのことを学び成長してほし

い。 

 

⑤ 学校通信（校内、地域）

の発行やＨＰ・学校メー

ル配信により部活動や生

徒会活動の様子などをき

め細かく発信する。 

学校のＨＰや学校メールの発信に満足している

保護者の割合が 

 Ａ ８５％以上である。 

 Ｂ ７５％以上である。 

 Ｃ ６５％以上である。 

 Ｄ ６５％未満である。 

Ａ 

７月の教育活動に関

するアンケート 

（保護者）９３％ 

昨年同時期の評価数値が８９％で、本年度 93％と満足度

が若干上がっている。新型コロナウイルスの影響で、HP や

学校配信メールで情報提供をする機会が増えた為だと考え

る。今後の状況には係らず、学校からの情報提供はさらに促

進していきたい。 

学校関係者評価委員会の評価 
・インターハイ等の全国大会が中止となり、意欲の低下が学校生活全般に及ばないように、精神的なケアに配慮してもらいたい。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 

踏まえた今後の改善方策 

・行事等に関しては、感染リスクを理由に中止するだけでなく、やれる工夫を考えて前向きに対処する。 

・生徒の活躍の場を設けることで、意欲や達成感を感じる工夫を設けていく。 
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重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題） 

４ 教職員の時間

外勤務の削減に

よる教育活動の

充実。（効率的な

業務の推進） 

① 教職員のワークライフ

バランスの実現に向け

て、校務の効率化に取り

組み、時間外勤務の削減

を図る。 

月８０時間以上の時間外勤務のある職員の延べ

人数が 

 Ａ ０人である。 

 Ｂ (月数×１人)以下である。 

 Ｃ (月数×２人)以下である。 

 Ｄ Ｃを上回る。 

Ｃ 

7 月までの毎月の時間

外勤務記録により判

定 

昨年度の時間外勤務記録と比較すると80時間を超える延

べ人数が 30 人から６人に減少した。コロナ禍の中での減少

であるので単純な比較はできない。しかし学校再開後の６・

７月のデータを比較しても、Ｒ２年度の時間外 80 時間越え

る人数は、減少しているので勤務の適正化が進んでいると

言える。部活動の県外遠征などの制限が数値に影響してい

るものと分析している。 

（全教員）タイムマネジメントや業務の効率的な

推進を意識した働き方をしていると答えた教職

員の割合が 

 Ａ ８０％以上である。 

 Ｂ ７０％以上である。 

 Ｃ ６０％以上である。 

 Ｄ ６０％未満である。 

 

Ａ  

７月の教育活動に関

するアンケート 

（教職員）９７％ 

教職員の働き方改革への意識は、今年度も高いことが認

められる。第２波、第３波におけるオンライン学習等の対応

で業務の効率化への意識が低下しないように注意してみて

いきたい。 

学校関係者評価委員会の評価 

・臨時休業中のデータに基づく評価結果であるので、部活動再開後での再評価が不可欠である。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 

踏まえた今後の改善方策 

・職員の「働き方改革」の改善が中間評価では進んではいるが、あくまで臨時休業中の影響と捉え、再開後の反動に対処していく。 


